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文
教
福
祉
常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長　

竹
野
光
雄

平
成
26
年
度
南
相
馬
市
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

東
日
本
大
震
災
遺
児

等
支
援
基
金
積
立
金
に
つ
い
て

平
成
26
年
３
月
31
日
で
寄
付
金

の
受
付
を
締
め
切
っ
た
が
、
引

き
続
き
支
援
し
た
い
と
の
声
に

対
し
て
の
対
応
は
。

答　

弁　　
災
害
復
旧
・
復
興
義

援
金
を
案
内
し
、
子
ど
も
の
健

や
か
な
育
成
を
図
る
事
業
等
の

財
源
と
な
る「
み
ら
い
夢
基
金
」

に
積
み
立
て
活
用
す
る
。

質　

疑　

保
育
士
等
処
遇
改
善

臨
時
特
例
事
業
補
助
金
に
つ
い

て
、
本
市
に
限
ら
ず
、
保
育
に

係
る
ス
タ
ッ
フ
不
足
が
あ
り
、

処
遇
改
善
が
大
事
で
あ
る
が
、

ど
の
程
度
の
額
が
上
乗
せ
に
な

る
の
か
。

答　

弁　　
昨
年
の
実
績
ベ
ー
ス

だ
と
、
対
象
人
数
774
人
。
一
人

当
た
り
の
賃
金
の
平
均
月
額
改

定
が
常
勤
の
職
員
で
８
千
238

円
。
非
常
勤
で
５
千
675
円
と

な
っ
て
い
る
。

質　

疑　

災
害
見
舞
金
に
つ
い

て
、
未
申
請
世
帯
が
、
震
災
被

災
者
と
義
援
金
配
分
対
象
外
の

世
帯
と
あ
る
が
、
未
申
請
は
ど

れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

答　

弁　　
り
災
判
定
が
終
わ
り
、

見
舞
金
の
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い

方
と
、
義
援
金
配
分
対
象
外
の

鹿
島
区
の
７
世
帯
で
あ
る
。

質　

疑　

南
相
馬
市
鎮
魂
復
興

市
民
植
樹
祭
開
催
負
担
金
に
つ

い
て
、
委
託
料
を
計
上
し
た
理

由
に
つ
い
て
。

答　

弁　　
県
事
業
で
整
備
す
る

防
潮
堤
で
植
樹
を
行
う
こ
と
か

ら
制
約
が
多
く
、
造
成
に
係
る

設
計
委
託
料
を
計
上
し
た
。

質　

疑　

大
気
浮
遊
じ
ん
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
事
業
に
つ
い
て
、
放

射
性
物
質
の
飛
散
状
況
を
調
査

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、市
内
５
ヶ

所
で
あ
る
が
、
機
種
や
、
測
定

頻
度
に
違
い
は
あ
る
の
か
。

答　

弁　　
今
回
市
で
設
置
す
る

予
定
の
機
種
は
、
強
制
吸
引
方

式
で
毎
日
24
時
間
監
視
す
る
も

の
で
、
タ
イ
ム
ラ
グ
は
あ
る
も

の
の
、
そ
の
結
果
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
公
開
す
る
。

質　

疑　

小
学
校
情
報
教
育
機

器
整
備
で
、
教
員
と
児
童
生
徒

の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
等
の
機
器

購
入
で
あ
る
が
、
リ
ー
ス
の
方

が
有
利
と
思
う
が
、
購
入
す
る

と
あ
る
が
、
検
討
結
果
は
ど
う

で
あ
っ
た
の
か
。

答　

弁　　
し
っ
か
り
し
た
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
と
る
べ
く
、

リ
ー
ス
で
は
な
く
購
入
す
る
と

判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

南
相
馬
市
子
ど
も
の
た
め
の
教

育
・
保
育
給
付
の
支
給
認
定
基
準

を
定
め
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

質　

疑　

子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
の
制
定
に
伴
い
、
教
育
・

保
育
給
付
の
支
給
認
定
基
準

を
、
国
の
基
準
に
準
拠
し
た
形

で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
重
要

視
し
た
の
か
。

答　

弁　　
事
前
に
ニ
ー
ズ
調
査

を
行
っ
た
結
果
、
現
行
ど
お
り

の
基
準
と
な
る
就
労
時
間
が
月

64
時
間
で
充
足
す
る
も
の
と
判

断
し
た
。
こ
の
基
準
に
該
当
し

な
い
方
に
は
、
一
時
預
か
り
保

育
な
ど
別
の
支
援
制
度
で
対
応

し
て
い
く
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

南
相
馬
市
地
域
型
保
育
事
業
の

設
置
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

質　

疑　

地
域
型
保
育
事
業
の

設
置
等
に
関
す
る
基
準
で
あ
る

が
、
国
の
基
準
を
上
回
る
充
実

し
た
内
容
に
す
る
べ
き
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

答　

弁　　
本
市
の
保
育
施
策
が

お
お
む
ね
国
の
基
準
に
沿
っ
た

運
用
で
あ
り
、
国
の
基
準
よ
り

ハ
ー
ド
ル
を
高
め
て
し
ま
う

と
、
施
設
側
の
対
応
が
困
難
に

な
り
、
国
の
基
準
を
用
い
る
こ

と
と
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

南
相
馬
市
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

質　

疑　

定
員
を
上
回
る
応
募

が
あ
っ
た
場
合
の
選
考
と
し
て
、

抽
選
や
先
着
順
、
当
該
施
設
の

設
置
者
の
教
育
理
念
や
基
本
方

針
に
よ
り
選
考
す
る
と
あ
る
。

市
が
申
し
込
み
を
受
け
て
選
考

し
、
保
育
園
に
委
託
す
る
と
い

う
の
が
基
本
で
は
な
い
の
か
。

答　

弁　　
国
の
基
準
に
基
づ
い

て
策
定
し
た
も
の
だ
が
、
そ
の

上
位
法
は
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
支
援

法
に
基
づ
い
て
本
則
で
定
め
ら

れ
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
保

育
所
の
規
定
は
附
則
で
定
め
ら

れ
た
と
い
う
構
成
に
な
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

反
対
討
論　　
市
か
ら
委
託
を
受

け
た
場
合
は
正
当
な
理
由
が
な

い
限
り
こ
れ
を
拒
ん
で
は
な
ら

な
い
と
あ
る
が
、
本
来
は
本
則

に
き
ち
ん
と
入
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
南
相
馬
市
自
ら
が
よ
り
よ

い
も
の
を
つ
く
る
姿
勢
に
立
つ

べ
き
で
あ
り
、
反
対
。

賛
成
討
論　

附
則
と
は
い
え
正

当
な
理
由
の
な
い
提
供
拒
否
の

禁
止
等
は
明
文
化
さ
れ
て
お
り
、

運
用
上
対
応
が
可
能
と
考
え
る

こ
と
か
ら
本
案
に
は
賛
成
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

常
任
委
員
会
審
査
報
告

鎮魂植樹（鹿島区右田浜）
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建
設
経
済
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

委
員
長　

小
川
尚
一

平
成
26
年
度
南
相
馬
市
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

大
町
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
管
理
運
営
事
業
に
つ
い

て
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
発
電
設
備

が
、
現
在
止
ま
っ
て
い
る
よ
う

だ
が
、
そ
の
経
過
と
対
策
に
つ

い
て
。

答　

弁　　
木
質
チ
ッ
プ
を
利
用

し
た
ボ
イ
ラ
ー
で
空
調
を
行
っ

て
い
る
が
、
夏
に
か
け
て
冷
房

装
置
を
稼
働
さ
せ
た
が
、
近
所

か
ら
煙
と
か
臭
い
が
出
る
と
い

う
こ
と
で
話
が
あ
り
、
そ
れ
以

降
、
木
質
ボ
イ
ラ
ー
は
停
止
し

て
い
る
。
現
在
事
業
者
と
対
策

を
協
議
し
、
メ
ー
カ
ー
の
責
任

の
中
で
、
期
限
を
切
っ
て
改
善

策
を
図
る
よ
う
今
後
進
め
る
。

質　

疑　

東
日
本
大
震
災
農
業

生
産
対
策
交
付
金
事
業
補
助
金

に
つ
い
て
、
土
壌
改
良
剤
散
布

と
い
う
こ
と
で
ゼ
オ
ラ
イ
ト
等

の
土
壌
改
良
剤
の
散
布
だ
が
、

毎
年
散
布
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、

い
つ
ま
で
と
考
え
て
い
る
か
。

答　

弁　

津
波
被
害
に
あ
っ
た

ほ
場
の
復
田
を
さ
れ
た
地
域
に

つ
い
て
、
土
壌
改
良
を
す
る
と
い

う
事
業
で
、
散
布
等
の
時
期
は
、

予
算
の
承
認
後
、
地
元
説
明
等

を
し
な
が
ら
２
月
末
ま
で
に
は

散
布
を
終
え
る
予
定
で
あ
る
。

質　

疑　

ま
た
、
納
入
の
業
者

は
農
協
が
主
だ
っ
た
と
思
う
が
、

な
ぜ
農
協
だ
け
な
の
か
。

答　

弁　

補
助
事
業
と
い
う
こ

と
で
、
農
協
が
事
業
主
体
と
な

り
津
波
被
害
に
あ
っ
た
各
ほ
場

に
つ
い
て
復
田
を
し
て
お
り
、

そ
こ
に
土
壌
改
良
剤
を
散
布
す

る
た
め
、
農
協
が
事
業
主
体
で

資
材
購
入
と
あ
わ
せ
て
散
布
を

す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。

質　

疑　

鳥
獣
被
害
防
止
緊
急

対
策
事
業
に
つ
い
て
、
果
実
収

穫
で
、
処
分
業
務
委
託
と
処
分

地
設
置
管
理
業
務
委
託
の
委
託

先
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

果
実
収
穫
処
分
業
務

は
、
避
難
指
示
区
域
内
の
放
置

さ
れ
た
果
樹
の
果
実
収
穫
を
お

願
い
す
る
業
務
で
、委
託
先
は
、

地
元
の
内
容
等
を
十
分
熟
知
し

て
い
る
各
地
区
の
復
興
組
合
に

委
託
を
す
る
考
え
で
あ
る
。
処

分
地
設
置
管
理
業
務
は
、
穴
を

掘
っ
て
そ
こ
に
一
時
的
に
保
管

す
る
考
え
で
、
作
業
等
に
つ
い

て
の
委
託
は
、
建
設
業
関
係
で

考
え
て
い
る
。

質　

疑　

都
市
公
園
除
染
対
策

事
業
に
つ
い
て
、
陣
ヶ
崎
公
園

墓
地
の
現
在
の
放
射
線
量
は
、

ど
の
位
で
推
移
し
て
い
る
の
か
。

答　

弁　

直
近
の
も
の
で
９
月

１
日
現
在
、
地
上
１
㎝
で
0.67　

／
h
、地
上
50
㎝
の
測
定
値
が
、

0.57　

／
ｈ
で
あ
る
。

質　

疑　

災
害
公
営
住
宅
管
理

一
般
経
費
で
、
借
り
上
げ
住
宅

に
入
居
さ
れ
て
い
る
方
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
る
内
容
を
伺
う
。

答　

弁　

災
害
公
営
住
宅
350
戸

の
建
設
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

も
と
に
進
め
て
い
る
が
、
ま
だ

回
答
さ
れ
て
い
な
い
方
で
県
外

の
方
、
南
相
馬
の
仮
設
住
宅
を

含
め
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
不
足
の

場
合
は
、
さ
ら
に
災
害
公
営
住

宅
の
建
設
等
を
検
討
し
て
い
く
。

質　

疑　

小
高
川
堤
防
支
障
枝

伐
採
事
業
に
つ
い
て
、
今
回
の

作
業
範
囲
を
伺
う
。

答　

弁　

場
所
は
、
浮
舟
橋
か

ら
琵
琶
橋
ま
で
で
、
そ
の
右
岸

市
街
地
側
で
あ
る
。
全
体
延
長

は
、
１
千
800
メ
ー
ト
ル
程
度
、

桜
の
本
数
は
278
本
で
、
今
回
の

計
画
は
500
メ
ー
ト
ル
程
度
で
、

今
後
３
カ
年
程
度
に
わ
た
っ
て

事
業
を
し
て
い
き
た
い
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

南
相
馬
市
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
利

活
用
拠
点
施
設
条
例
制
定
に
つ

い
て

質　

疑　

指
定
管
理
者
の
選
定

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

市
が
定
め
る
指
定
管

理
者
の
指
導
要
綱
等
に
基
づ
き

選
定
す
る
。
こ
の
条
例
が
議
会

で
承
認
さ
れ
施
行
さ
れ
た
後
に

10
月
１
日
か
ら
公
募
を
し
、
応

募
の
あ
っ
た
団
体
を
１
次
審
査

の
書
類
審
査
、
さ
ら
に
２
次
審

査
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

指
定
管
理
者
審
査
委
員
会
に
お

い
て
審
査
の
上
決
定
し
、
12
月

議
会
で
承
認
を
い
た
だ
き
指
定

を
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

南
相
馬
市
工
場
用
地
等
整
備
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

今
年
度
中
に
企
業
立

地
等
決
ま
っ
た
企
業
も
あ
る

が
、
今
後
の
見
込
み
を
伺
う
。

答　

弁　

下
太
田
工
業
用
地
の

誘
致
で
、
ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
福

島
以
外
に
４
社
と
売
買
契
約
の

調
整
を
進
め
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
４
社
の
売
却
面
積
を
合

計
す
る
と
、
約
3.9
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
面
積
に
な
り
、
お
よ
そ

３
億
6
千
万
円
を
26
年
度
中
の

歳
入
と
し
て
見
込
ん
で
お
り
、

一
般
会
計
か
ら
の
借
入
に
つ
い

て
は
、
全
額
返
済
が
で
き
る
予

定
で
あ
る
。

質　

疑　

合
わ
せ
て
５
社
の
雇

用
人
数
の
見
込
み
を
伺
う
。

答　

弁　

16
名
の
新
規
雇
用
が

見
込
ま
れ
、
全
体
で
は
70
名
の

雇
用
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

常
任
委
員
会
審
査
報
告

大町地域交流センター　バイオマス発電設備
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